
●令和６年度全体研修会・第 74 回社会を明るくする運動
　 ・中堅民生委員児童委員研修会
●部会・連絡会紹介 / 援護部会
●特集「民生委員・児童委員と地域社会」
●地区民児協活動紹介
　「明第一・明第二・馬橋西・小金南部」
●広報委員会一日研修
   （松戸市リサイクルセンター見学・まちっこプロジェクト）
●訃報・編集後記



市長からの感謝状贈呈

おめでとうございます！

 

こども家庭庁HP

(ヤングケアラー)

松戸地区推進委員会を代表して

挨拶する、松戸市小玉副市長

　

令
和
６
年
７
月
27
日
（
土
）
松
戸
市
民
会

館
に
お
い
て
、
第
74
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
内
閣

総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
の
後
、
松
戸

市
小
玉
副
市
長
（
市
長
代
理
）
を
始
め
と
し

て
、
松
戸
地
区
推
進
委
員
会
各
団
体
の
代
表

の
方
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
松
戸

地
区
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
昨
年
度
受
賞
作
、

田
端
美
海
さ
ん
（
受
賞
時
・
中
３
）
の
「
言

葉
を
紡
ぐ
、
心
を
紡
ぐ
」
・
湯
浅
亜
美
さ
ん

（
受
賞
時
・
中
３
）
の
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
朗
読
が
あ
り
、
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
千
葉
大
学
理
事
・
副
学
長
の
後

藤
弘
子
氏
の
「
少
年
犯
罪
・
少
年
非
行
に
関

す
る
こ
と
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
「
一

人
ひ
と
り
の
人
間
を
尊
重
し
、
子
ど
も
の
意

見
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
金
ケ
作

中
学
校
吹
奏
楽
部
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
９
月
20
日
（
金
）
「
森
の
ホ
ー

ル
21
」
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
中
堅
民
生
委

員
児
童
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
先
任
准
教
授
松
山
毅
氏
に
よ
る
「
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
に
と
っ
て
、
子
ど
も
や
子
育
て

世
代
へ
の
か
か
わ
り
は
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
「
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
」

と
と
も
に
、
「
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
の
現

状
・
課
題
は
何
か
」
を
見
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
に
即
し
た
活
動
へ
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
柏
市
主
任
児
童
委
員
の
少
路

香
子
氏
・
流
山
市
地
区
民
児
協
会
長
の
横
山

章
子
氏
に
続
い
て
、
松
戸
市
か
ら
は
、
明
第

三
地
区
民
児
協
副
会
長
の
五
十
嵐
義
秀
氏
に

よ
る
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
取
り
組
み
に
工
夫
が
あ
り
、
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
３
日
（
木
）
「
森
の
ホ

ー
ル
21
」
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
体
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
民
生
委
員
在
任
７
年
以
上
の
方

67
名
に
、
松
戸
市
本
郷
谷
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
本
郷
谷
市
長
か

ら
は
、
高
齢
者
対
象
の
取
り
組
み
と
し
て
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
、
日
常
生

活
の
中
で
助
け
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
平
川
会
長
よ
り
、
本
日
の
講
演
内
容
の

説
明
と
講
師
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演　
第
１
部　

　
　
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る

　
　
最
近
の
動
き
」

松
戸
市
福
祉
長
寿
部
長　

松
本
篤
人
氏

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
い
う
状
況
の
中

で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
を
地
域
と
と
も
に
創
っ
て
い
く
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
で
は

　

①
孤
独
・
孤
立
対
策　

　

②
認
知
症
対
策

　

③
子
ど
も
・
子
育
て
対
策　

　

④
住
宅
確
保
が
困
難
な
人
へ
の

　
　

住
居
支
援
対
策

な
ど
の
制
度
改
革
を
し
て
い
ま
す
。

講
演　
第
２
部　

　
　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
」

　

こ
ど
も
家
庭
庁　

虐
待
防
止
対
策
課　

困
難
包
括
支
援
担
当
補
佐　

古
藤
雄
一
氏

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、「
家
族
の

介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を

過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子

ど
も
・
若
者
」（
「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
」
に
新
た
に
明
記
）
の
こ
と

で
す
。
今
回
法
律
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
、

気
づ
き
の
重
要
性
、
実
現
し
た
い
地
域
の

姿
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

自
治
体
ご
と
の
取
り
組
み
が
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
そ
の
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

両
講
演
と
も
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域
と
共
生
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
く
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
全
体
研
修
会
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援
護
部
会
は
地
区
民
児
協
の
活
動
現
場
に
お

い
て
、
障
が
い
者
あ
る
い
は
保
護
者
か
ら
相
談

を
受
け
た
時
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
む
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
18
地
区
の
援
護
部
会

の
代
表
（
役
員
４
名
を
除
く
）
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
具

体
的
な
計
画
を
た
て
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

　

現
体
制
の
１
年
目
の
令
和
５
年
度
は
、
援
護

部
会
の
経
験
が
な
い
委
員
が
大
半
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
た
め
に
講
演

会
や
施
設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
年
目
の

令
和
６
年
度
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
「
も
っ
と
知

り
た
い
テ
ー
マ
」
に
絞
っ
た
研
修
・
講
演
会
の

実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
終
年
度
の
令
和
７
年
度
は
、
「
２
年
間
の

経
験
や
習
得
し
た
知
識
を
地
区
民
児
協
の
活
動

に
生
か
す
」
を
目
標
に
、
委
員
同
士
の
情
報
交

換
や
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

(

写
真
右)

定
例
会
風
景

(

写
真
下)

部
会
員
集
合

「「障がい者への支援活動」をめざして 
部会・連絡会紹介  援援 護護 部部 会会 

援護部会長

小川博章

（新松戸地区）

援
護
部
会
の
運
営

援
護
部
会
の
活
動

5月19日 講演会「障害者福祉について」講師:障害福祉課 社会福祉士 豊永栽源氏

令和 7月21日 講演会「障害者の権利擁護について」講師:障害福祉課 近藤真帆氏

5年度 9月15日 各地区の活動報告(情報交換)

事業 1月17日 施設見学「松ぼっくり」・「ふれあい22」

1月19日 各地区の見学研修の報告(情報交換)

3月15日 次年度事業計画・予算策定

5月17日 手話勉強会「松戸市ろうあ協会」会長 関口光男氏、手話対策部長 吉田真弓氏

令和 7月19日
講演会「障害の方の生活を支えるグループホームについて」障害者等グループホーム支援

ワーカー 小林義典氏

６年度 9月20日 関連部署紹介「松戸市就労準備支援室」現場責任者 支援員 阿部由紀子氏

事業 11月17日 施設見学 「太田デイトレセンター」

1月17日 講演会「こどもの発達障害について」障害者等グループホーム支援ワーカー 小林義典氏

3月21日 次年度事業計画・予算策定

活 動 実 績 ・ 計 画

　

援
護
部
会
は
障
が
い
者
に
つ
い
て
学
び
、

理
解
す
る
こ
と
を
軸
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
概
に
障
が
い
者
と
い
っ
て
も
多
岐
に
わ

た
り
、
身
体
的
・
機
能
障
害
や
精
神
・
心
の

病
な
ど
実
体
の
把
握
は
か
な
り
難
し
い
と
言

え
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
、
入
居
条
件
な
ど
の
情
報
収
集
や
、
接
し

方
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
努
め
、
そ
れ
ら

を
地
区
民
児
協
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
地

区
民
児
協
の
日
々
の
活
動
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。



児童相談所

放課後児童

クラブ（学童）

こども食堂

児童福祉館・

こども館

おやこ DE 広場

⽣活福祉資⾦貸付
（相談⽀援）

福祉相談員

災害ボランティアセンター

各種NPO高齢者支援連絡会

地域包括支援センター

防犯パトロール

市⺠運動会

障害者福祉施設・

サービス事業者

ご自身の活動について周囲

の方（ご家族や地域の皆さん）

に説明してみませんか？
・多岐にわたる活動内容

・活動は委員それぞれ

・地域性にも影響される

※広報委員のひとりから、「自分の民生委員としての活動を家族にうまく説明するにはどう

したらよいだろうか？」という意見が出たことがきっかけです。今回この図は、民生委員・

児童委員の活動を周囲の方に理解してもらうためのツールとして作成しました。

中⾼⽣の居場所

社
会
福
祉
協
議
会
（
市
社
協
・
地
区
社
協
）

ふれあい会⾷会
（事業協⼒・独居世帯把握）

⼦育てサロン
 (事業協⼒）

町
会
・
自
治
会
・

こ
ど
も
会
・
防
犯
協
会

高齢者福祉施設・サービス事業者

民生委員・児童委員と
地域社会

学
校
（
小
・
中
・
高
他
）・
幼
稚
園
・
保
育
所

ふれあい22
（こども発達センター・　

　 障害者福祉センター）

基幹相談支援センター

中核地域生活支援センター

児童虐待の発⾒
通告・通報

地区⺠児協
⼦育てサロン

登下校安全
パトロール

児童発達支援・
放課後等デイ
　　　　　サービス

民生委員は、民生委員法に基づき、厚生

労働大臣から委嘱された非常勤の地方公

務員です。無報酬のボランティアとして

活動します。また、民生委員は児童福祉

法に定める児童委員を兼ねます。

茶話会・ゴミ出し⽀援

「まつどDEつながるステーション」

社会を明るくする運動

松戸市　：　高齢者支援課・地域包括ケア推進課・生活支援課・子ども
未来応援課・こども家庭センター・保育課・障害福祉課・福祉政策課他

公的制度への協⼒公的制度への協⼒
〇⽣活保護制度への協⼒(申請者への聞き取り)
〇介護予防把握事業(ハイリスクアプローチ)への協⼒
〇児童扶養⼿当申請（申⽴書）
〇災害時避難⾏動要⽀援者名簿登録への協⼒
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手作り料理の
ふれあい会食会

明
第
一
地
区
民
児
協

明
第
二
地
区
民
児
協

地区定例会

明第二地区の顔ぶれ

定例会では部会ごとに
活発な議論が…

　

松
戸
駅
北
側
一
部
と
、
東
口
側

松
戸
市
役
所
周
辺
と
胡
録
台
、
大

畑
、
６
号
線
コ
ジ
マ
付
近
ま
で
が

担
当
に
な
り
ま
す
。
地
域
内
に
は

松
戸
市
役
所
、
聖
徳
大
学
、
裁
判

所
、
法
務
局
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

委
員
の
約
３
分
の
２
が
仕
事
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
定
例
会
は

夜
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
充
実
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
地
区
社
協
と
連

携
の
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
は
、

昨
今
手
作
り
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
民
生
委
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
奮
闘
で
継
続
し

て
お
り
、
参
加
者
に
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
「
明
ワ

ン
ツ
ー
ス
リ
ー
」
も
長
き
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
水
道
管
の
破
裂
事
故
が

発
生
し
た
際
に
は
、
複
数
の
委
員

が
素
早
く
地
域
の
高
齢
者
に
連
絡

を
入
れ
、
さ
ら
に
は
戸
別
訪
問
と

と
も
に
飲
料
水
を
配
布
す
る
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
支
援
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

皆
様
に
少
し
で
も
安
心
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
気
遣
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
名
：
梅
本　

み
な
子　
　

直
近
の
委
員
数
：
32
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
和
を
以
て　

心
を
つ
な
ぐ　

地
域
の
安
心
」

町
会
・
自
治
会
：
19
町
会　

７
自
治
会

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
５
校　

市
立
中
学
校
３
校

施
設
等
：
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー　

明
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

お
や
こ
DE
広
場
み
の
り
台
「
ひ
だ
ま
り
」　

野
菊
野
こ
ど
も
館

　
　
　
　

松
戸
南
部
市
場　

消
防
局
中
央
消
防
署

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
土
曜
日　

開
始
時
間
14
：
00
〜

　

新
京
成
線
に
沿
っ
て
、
上
本
郷
駅
、

松
戸
新
田
駅
、
み
の
り
台
駅
、
八
柱

駅
ま
で
と
広
範
囲
で
す
。
相
続
に
よ

る
世
代
交
代
で
一
戸
建
て
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
が
進
み
ま
し
た
。
新
住

民
の
流
入
に
よ
り
子
育
て
世
代
が
増

え
、
お
や
こ
DE
広
場
み
の
り
台
「
ひ

だ
ま
り
」
は
多
く
の
利
用
者
で
連
日

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
地
区
の
定
例
会
開
催

を
毎
月
第
１
火
曜
の
夜
か
ら
第
２
土

曜
の
昼
間
に
変
え

ま
し
た
。
ま
た
各

委
員
の
席
を
、
所

属
部
会
や
グ
ル
ー

プ
単
位
で
囲
む
形

に
変
え
る
こ
と
で
、

意
見
や
情
報
の
交

換
が
よ
り
充
実
す

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

７
月
の
定
例
会
後
は
各
部
会
会
議

の
枠
を
「
勉
強
会
」
と
し
、
葬
儀
関

連
の
仕
事
を
し
て
い
る
委
員
を
講
師

と
し
て
「
終
活
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
」
の
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

活
発
な
質
問
も
あ
り
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

仕
事
と
両
立
し
て
い
る
委
員
も
多

く
、
ラ
イ
ン
を
活
用
し
情
報
の
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
始
め
た
地
区
広
報
誌
「
ミ
ツ
バ

チ
通
信
」
は
地
域
の
情
報
満
載
で
皆

様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

会
長
名
：
山
内　

幸
子　
　

直
近
の
委
員
数
：
27
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
常
に
明
る
く　

わ
き
あ
い
あ
い
」

町
会
・
自
治
会
：
12
町
会

11
自
治
会

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
３
校　

市
立
中
学
校
１
校

大
学
：
聖
徳
大
学

施
設
等
：
松
戸
市
役
所　

勤
労
会
館　

中
央
公
園

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
月
曜
日　

開
始
時
間
19
：
00
〜

「障がい者への支援活動」をめざして 
部会・連絡会紹介  援 護 部 会 
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最大風速 30ｍ/秒の

風水害の体験

馬
橋
西
地
区
民
児
協

小
金
南
部
地
区
民
児
協

研修
「千葉県西部防災センター」

研修 「松戸キャラバン隊 
たねっこ」 

研修 「避難所 HUG」 

Ｊ
Ｒ
馬
橋
駅
西
口
か
ら
江
戸
川
ま

で
の
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
駅

周
辺
は
商
業
施
設
や
新
興
住
宅
に
な

っ
て
お
り
、
江
戸
川
に
近
い
地
域
は

農
業
地
帯
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
各
小

中
学
校
、
高
等
学
校
と
の
懇
談
会
も

始
ま
り
ま
し
た
。
担
当
委
員
に
よ
る
、

夏
休
み
期
間
中
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
地
域
連
携
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。　

　

当
地
区
で
は
毎
年
２
回
、
８
月
と

12
月
に
安
否
確
認
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
も
猛
暑
で
の
熱
中
症

予
防
啓
発
と
し
て
飲
み
物
を
配
布
し

な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
３

０
０
名
以
上
に
対
し
て
安
否
確
認
訪

問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
町
会
・
自
治
会
と
の
情
報

交
換
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
町
会
長

・
自
治
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
が
、
地
域
の
行
政
や
地
区
社

協
と
連
携
し
、
よ
り
良
い
活
動
を
心

が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

会
長
名
：
吉
岡　

寛
利　
　

直
近
の
委
員
数
：
22
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
あ
い
さ
つ
の　

笑
顔
が
つ
く
る　

福
祉
の
輪
」

町
会
・
自
治
会
：
14
町
会　

１
自
治
会　

１
管
理
組
合　

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
５
校　

市
立
中
学
校
２
校

高
校
：
県
立
馬
橋
高
等
学
校

施
設
等
：
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー　

市
民
プ
ー
ル　

青
少
年
会
館

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
金
曜
日　

開
始
時
間
10
：
00
〜

　

Ｊ
Ｒ
北
小
金
駅
南
側
の
旧
水
戸
街

道
を
中
心
と
し
た
、
歴
史
あ
る
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
す
。
古
く

か
ら
の
家
々
も
多
く
、
高
齢
化
の
進

ん
で
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
民
児
協
で
は
、
地
域
の
見
守
り

活
動
と
と
も
に
地
区
社
協
と
の
連
携

と
し
て
、
高
齢
者
対
象
の
「
ふ
れ
あ

い
会
食
会
」
、「
あ
じ
さ
い
サ
ロ
ン
」
、

「
街
カ
フ
ェ
絆
」
や
、
親
子
対
象
の

「
子
育
て
サ
ロ
ン
か
る
が
も
」
な
ど

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
地
域
交
流
の

場
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
な
ど

へ
も
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

近
年
そ
れ
ぞ
れ

参
加
者
も
増
え
、

活
動
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
小
金
地
区
社
協

作
成
の
「
救
急
医
療
情
報
安
心
キ
ッ

ト
」
を
見
守
り
対
象
者
約
１
６
０
名

に
配
布
。
「
こ
ん
な
の
が
欲
し
か
っ

た
」
と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
期
は
研
修
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
、
委
員
同
士
の
つ
な
が

り
も
密
に
な
り
、
何
事
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
姿
が
頼
も
し
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
民
生
委
員
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
名
：
塩
澤　

凉
子　
　

直
近
の
委
員
数
：
24
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：

　
　
　

「
声
掛
け　

見
守
り　

支
え
合
い　

心
寄
せ
合
う
小
金
の
街
を
」

町
会
・
自
治
会
：
14
町
会　

４
自
治
会

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
４
校　

市
立
中
学
校
２
校　

施
設
等
：
小
金
支
所　

小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

小
金
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ん
ぷ

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
土
曜
日　

開
始
時
間
13
：
30
〜



「受け入れヤード」の様子

わ　ざ

・

１
松
戸
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

七
右
衛
門
新
田
に
あ
る
松
戸
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
４
年
７
月
に
完

成
し
、
粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
お
よ
び
有

害
ご
み
な
ど
を
一
施
設
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

●
松
戸
市
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

　
　

（
松
戸
市
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
）

「
減
ら
そ
う
ご
み
」
の
説
明

　

①
ご
み
の
処
理
状
況
に
つ
い
て

　
　

＊
現
在
、
市
内
で
処
理
で
き
な
い
ご

　
　

み
を
近
隣
市
等
に
依
頼
し
て
焼
却
し

　
　

て
い
る

　
　

＊
最
終
処
分
場
（
焼
却
灰
や
燃
や
せ

　
　

な
い
ご
み
の
埋
立
地
：
秋
田
県
小
坂

　
　

町
な
ど
）
に
は
限
界
が
あ
る

　
　

＊
ご
み
処
理
費
用
は
令
和
４
年
度
で

　
　

約
64
億
円
、
市
民
１
人
当
た
り
約
１

　
　

万
３
千
円

　

②
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク　

　
　

ご
み
の
分
別

　
　

＊
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

　
　
　

ご
み
に
混
入
さ
せ
な
い

　

③
雑
が
み
の
分
別

　
　

＊
必
ず
資
源
ご
み
と
し
て
出
す

　

④
食
品
ロ
ス
の
削
減

　
　

＊
無
駄
に
捨
て
る
食
品
を
減
ら
す

２
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　

和
座
先
生
は
、
馬
橋
で
20
年
以
上
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
を
実
践
さ
れ
、
「
か
か
り
つ

け
医
」
と
し
て
日
々
地
域
医
療
に
携
わ
ら

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
、「
ま
ち
っ
こ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
〜
子
ど
も
の
力
で
地
域
は

も
っ
と
つ
な
が
り
合
え
る
〜
に
つ
い
て
講

演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
和
座
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
５

人
の
メ
ン
バ
ー
で
始
め
ら
れ
た
松
戸
医
師

会
に
よ
る
小
中
学
生
向
け
授
業
で
す
。

●
「
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ね
ら
い

①
健
康
と
は
自
ら
守
り
育
む
も
の
で
、
知

　

識
や
行
動
が
必
要

②
自
分
や
家
族
の
重
大
事
を
決
め
る
た
め

　

に
、
日
頃
か
ら
家
族
内
で
相
談
を
積
み

　

重
ね
て
お
く

③
地
域
社
会
に
お
け
る
地
縁
な
ど
、
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
で
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

④
命
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
相
談
す
る

　

こ
と
の
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

　

も
つ

●
多
職
種
協
働

①
学
校
・
教
育
委
員
会
と
の
協
働
（
学
校

　

と
の
調
整
、
授
業
内
容
の
検
討
）

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
型
授
業
で
の
多
職
種

　

連
携
（
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
・
地
域
包

　

括
職
員
・
民
生
委
員
ほ
か
）

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

①
医
療
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
子
ど

　

も
た
ち
に
伝
え
る

②
子
ど
も
た
ち
は
学
ん
だ
こ
と
を
大
人
た

　

ち
に
教
え
、
家
族
で
「
人
生
会
議
」
を

　

開
き
話
し
合
う
機
会
が
で
き
る

③
子
ど
も
た
ち
自
身
の
力
で
社
会
を
変
え

　

て
い
く
こ
と
を
自
覚
で
き
る

④
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
感
を
高
め
る
（
日

本
の
子
ど
も
は
幸
福
感
が
と
て
も
弱
い
）

和
座
先
生
か
ら
は
、
「
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
協
力
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

●家庭ごみの相談コールセンター
     フリーダイヤル
0120-264-057（通話料無料）
●粗大ごみ受付センター(要予約）
　電話：047-391-0007
●ごみ分別推進アプリ
　「さんあ～る」


